
平成22年度社会福祉法人匝瑳市社会福祉協議会事業計画

1．事業方針

厳しい経済環境が続き、雇用不安を背景とした、失業や収入の減少等により、日常生活全般に

支障を抱え、支援を必要とするような新たな生活課題・福祉課題が地域の中でおこっている。

また、これまで、地域共同体や家族による支えあい・助け合いにより対処されてきた生活課題も

少子高齢化、核家族化等により課題解決の機能が縮小、停滞しつつある。

一方、介護保険法、障害者自立支援法等の施行により、福祉サービスの量、質とも拡充してい

るが、公的な福祉サービスだけでは対応しきれない生活課題も地域で明らかになっている。

これらをふまえ、地域福祉を推進する社会福祉協議会としては、住民主体の原則に基づき、関

係機関との協働と役割分担による地域福祉活動を展開し、その課題解決に向け努力する。

2．重点事業

・福祉コミュニティーの基盤作りの地区社協活動の強化

・地域福祉フォーラム事業の推進

・地域福祉の理念を生かした居宅介護支援、居宅訪問介護事業の充実と効率的運営

りjヽ規模多機能型居宅介護施設「紙ふうせん」の運営

・ボランティア活動の充実強化

・児童デイサービス「マザーズホーム」の運営

・生活福祉資金貸付相談員の設置による貸付事業運営体制の強化
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曇　 業　　 名 目　　　　　　　　 的 主　 な　 実　 施　 事　 項

法人運営並びに連 法人の適切な道営と効果的な事業 1．理事会の開催（3回 ）

絡調整 運営を図る 2．監事会の開催（1回）

3．評議員会の開催（3回）

4．財務、人事管理等のマネジメント

5．社協野栄支所の運営

6．職員研修の実施

広報啓発事業 住民参加による社会福祉の基盤作 ・1．社協広報rlまっとそうさ」の発行

りを目指し、福祉意識の高揚と、福 2．社協ホームページの運営管理

祉活動への参加の動機付けとなる ′

よう広報啓発活動を行う

3．社協活動紹介のパンフレット作成

地域福祉事業 地域における福祉課題の発見、対 1．地区社協活動への支援

応、福祉コミュニティーの形成のた 事業費、運営費の交付

め地区社協と協働し、住民主体に 2．地区社協会長会議の開催

よる地域福祉活動を推進する 3．サテライトデイサービス、ふれあいいきいきサロン

の開催

4．高齢者見守り活動の推進

5二地域防災ネットワーク件りの推進

6．地域福祉フォーラム事業の推進

多様化するボランティア活動へのニ 1．ボランティアセンターの運営

－ズに応じ活動援助、情報提供等 2．ボランティア傷害保険の加入

を行う 3．ボランティア連絡協議会の運営

また、市民のボランティア活動への 4・ボランティア講座鱒開催

参加を促進するため、講座や研修 ●・ジュニアボランティアスクール

会を開催する ・ ・地域活動スキルアップセミナー ♪

・災害ボランティア（普通救急救命講座）養成講座

・災害ボランティアコーディネーター養成講座

・点字ボランティア研修会
福祉教育を通し児童生徒が豊かな‘福祉教育の推進

体験を積み、思いやりの心を育み、 暮児童生徒のボランティア活動支援

助け合いと連帯の意識を養うこと 　　　　　　　　　　　　　 、．◆ゝ
t福祉体験講座へのボランティア講師派遣

を目的とする ■福祉教育に関する広報、情報提供

排梱傾向にある未帰宅高齢者の 高齢者SO Sあんしんネットワーク

早期発見、保護のため関係機関や ■SO Sあんしんネットワーク

地域住民と連携し、安心して地域隼 ・SO Sネットワーク連絡会開催

活が営めるよう取り組んでいく ・G PS設置助成
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